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か

ま
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わ
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査
地
点

１
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在
地
　
　
　
新
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県
南
魚
沼
郡
六
日
町
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学
余
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２
　
調
査
期
間
　
　
一
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一
年

（平
１３
）
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
帥
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国

４
　
調
査
担
当
者
　
澤
田
　
敦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
迫退
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代

。
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
旧
余
川
川
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
、
両
側
を
魚
沼
丘
陵
と
接
す

る
扇
状
地
南
端
２
肩
部
に
あ
た
る
。
丘
陵
端
部
と
扇
状
地
と
の
比
高
差
は

一

Ｏ
ｍ
以
上
に
及
ぶ
。
調
査
は
国

道

一
七
号
線
バ
イ
パ
ス
エ
事
に

伴
う
試
掘
調
査
で
あ
る
。

周
辺
の
遺
跡
は
丘
陵
上
を
中

心
に
所
在
す
る
。
北
西
に
約
三

〇
〇
ｍ
離
れ
た
扇
頂
部
付
近
に

は
五
世
紀
後
半
の
飯
綱
山
古
墳

群
が
所
在
し
、
こ
れ
に
関
連
す

る
と
思
わ
れ
る
集
落
遺
跡
が
扇

央
付
近
で
発
見
さ
れ
た

（余
川
中
道
遺
跡
）。
約

一
ｋｍ
南
の
丘
陵
先
端
の
崖
部
に

は

「弓
公
」
「厨
」
「醜
」
「野
家
」
な
ど
の
墨
書
土
器
約
四
〇
点
が
出
上
し
た

長
表
遺
跡
が
あ
る
。
平
安
時
代
以
降
、
六
日
町
を
中
心
に

「上
田
荘
」
が
形
成

さ
れ
、
中
世
後
期
に
は
こ
こ
を
拠
点
と
す
る
上
田
衆
が
上
杉
家
の
勢
力
基
盤
の

一
端
を
担
う
。
直
江
兼
続
の
坂
戸
城
も
魚
野
川
の
対
岸
に
位
置
す
る
。

木
簡
は
粘
土
に
葦
な
ど
の
植
物
遺
体
が
混
じ
る
水
辺
に
近
い
様
相
を
呈
す
る

土
層
か
ら
出
土
し
た
。
出
土
状
況
は
上
部
片
が
墨
痕
の
あ
る
面
を
上
に
し
て
横

た
わ
る
状
況
で
出
土
し
、
下
部
片
は
垂
直
に
立

っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
木
簡

出
土
に
と
も
な
い
周
囲
を
拡
張
調
査
し
た
が
、
他
に
木
簡
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
。
他
の
共
伴
遺
物
も
、
漆
器
片
を
出
土
し
た
だ
け
で
土
器
類
は
な
く
、
考
古

学
的
に
時
期
や
遺
跡
の
性
格
を
示
す
も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

同

国
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断
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…
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五
斗
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）
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年
輪
の
一
致
か
ら
同

一
簡
と
判
断
し
た
。　
‐



直
接
接
続
す
る
可
能
性
も
あ
る

（平
川
南
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

木
簡
の
表
裏
は
不
確
定
。
上
部
片
上
端
部
は
自
然
に
摩
耗
し
た
よ
う
に
な
め

ら
か
で
、
人
為
的
に
折
ら
れ
た
か
は
不
明
。
下
都
片
上
端
部
に
も
明
確
な
刃
物

跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
下
都
片
下
端
部
に
は
二
ヶ
所
に
刃
物
痕
跡
が
残
り
、
人

為
的
に
折
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
上
部
片
裏
面
の
調
整
は
不
明
だ
が
、
そ
れ

以
外
の
面
に
は
調
整
が
加
え
ら
れ
る
。
「□
□
分
」
は
、
人
名
を
示
す

「諸
継

分
」
も
し
く
は
、
「諸
座
分
」
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
決
し
が
た
い
。
下
部
片

両
側
に
ほ
ぼ

一
伽
の
等
間
隔
の
、
直
径
約
三
ｍｍ
程
度
の
半
円
形
の
切
り
込
み
を

有
す
る
。
切
り
込
み
が
文
字
を
切
っ
て
お
り
、
両
断
片
が
分
離
す
る
以
前
に
二

次
利
用
さ
れ
、
そ
の
際
に
切
り
込
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
な

ど
で
は
木
簡
が
斎
串
や
人
形
に
転
用
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
こ
う
し
た
類
例
か
ら

本
木
簡
も
斎
串
に
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
時
期
は
不
詳
。
「田
租
料
」
と
い
う
内
容
と
、
「束
」
の
字
体
が
金
沢

市
上
荒
屋
遺
跡
四
三
号
木
簡
な
ど
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
は
、
古
代
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
「田
租
」
は
九
世
紀
後
半
以
降
の
荘
園
関
係
文
書
で

「田
租
正
税
」
な
ど
荘
園
税
制
に
関
係
し
て
用
い
ら
れ
、
稲
の
記
載
な
ど
か
ら

は
帳
簿
的
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
、
荘
園
関
係
の
帳
簿
と
み
る
こ
と
も

で
き
、
そ
の
場
合
は

『兵
範
記
』
保
元
二
年
九
月
二
九
日
条

（初
見
）
で

「魚

野
郡
殖
田
村
」
と
記
さ
れ
る
上
田
荘
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。
木
簡
の
釈

文
や
性
格
な
ど
に
関
し
て
も
未
解
決
の
問
題
点
も
多
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
日
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏

。
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
山
田
邦
明
氏

。
東
京
大
学
大
学
院
新
井
重
行
氏
ら
の
ご
教
示

を
得
た
。
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）

（田
中
一
穂
）
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